
 換気で保湿＆空気の入れ替えを！ 

ウイルスが存在しにくい環境に。 

のど・鼻の粘膜の乾燥を防ごう。 

 

 消毒 

感染症予防グッズを活用しよう。 

 手洗い・うがい 

ウイルスのついた手から口や鼻へ 

感染していくことを防ごう。 

 

 マスクの着用 

空気中のウイルスや、感染者の咳・く

しゃみなどに含まれるウイルスを遮

断しよう。 

 予防接種 

インフルエンザの予防接種は、症状

の重症化を防ぐためにも大切です。 

 

 食事・睡眠・運動は健康の柱 

この３本柱は抵抗力を高める基本。 

精神面にも影響します。 

 

 

 

 

 

 平成３１年2月２８日 山形南高校保健室 

2月下旬となり、暖かい日が多くなってきたように感じますね。新たな環境でのスタートが目前となって

きました。しかし、インフルエンザや感染性胃腸炎などの感染症はまだまだ注意が必要です。特に、新たな

環境では、体調を崩しがちです。「もうインフルエンザにかかったから」「予防接種をしているから」と油断

せず、引き続き予防に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 発生源を無くそう！ 

② 感染経路の遮断 

③ 抵抗力を高めよう 

★感染予防の3 原則★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      擦り傷→水道水でよく洗う 

 

                                    鼻血→鼻をおさえ下を 

                                       向き安静にする 

                                        

                                   目にゴミが入った→ 

                                    水を入れた洗面器に顔を 

                                    つけてまばたきをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花 粉 症 

ケガは、少しの注意で防げます

！ 運動の前に準備体操をしっかりする 

！ 十分な睡眠で、注意力を高める 

！ 爪を切っておく 

！ 靴の紐はきちんと結ぶ 

！ 周りの人に気を配る 

！ なにをするにも焦らず落ち着いて 

！ 具合が悪いときは無理をしない 

自分でできる応急手当 

その他にも、テレビの花粉情報を毎朝チェックす

る、症状がひどい人は病院を受診するなど対策を！ 


